
 

 
 

 

はじめに 

熊本県教育庁教育総務局文化課では、国道 57 号北側復旧ルートの建設に伴い大津町

大津（高尾野
た か お の

区）で、清正公道の発掘調査を行っています。 

 

１ 清正公道とは？ 

豊後街道のうち、大津町

の中心部にあった大津宿

（五里
ご り

木
ぎ

）から阿蘇市の二重
ふたえの

峠
とうげ

（新小屋
し ん ご や

）までの約４km

の道を清正公道といいます。

豊後
ぶ ん ご

街道
かいどう

は、熊本城から、阿

蘇・久住の宿場町を通って大

分県大分市の鶴崎
つるさき

までの

12４km（３１里）を結ぶ江

戸時代の街道で、大分県側で

は肥後街道と呼んでいます。

この道は九州を横断し、熊本藩主の参勤
さんきん

交代
こうたい

や経済活動に使われた重要な道です。   

豊後街道は、加藤
か と う

清
きよ

正
まさ

が熊本藩主であった時代に整備されたと考えられています。そ

れなのになぜ、この大津宿～二重峠までの間だけが清正公道と呼ばれるのでしょうか。

呼び名の由来は、江戸時代後期（19 世紀）の清正公信仰が盛んになったことで呼ばれ

るようになったという説や、明治時代になって白川沿いを通る立野
た て の

新道
しんどう

（現国道５７号）

が幹線道路となったため、大津宿～二重峠間の豊後街道のことを、整備を行ったとされ

る加藤清正にちなんで清正公道と呼ばれるようにったという説があります。 

 

 

 

２ なぜこんな山道が街道だったのか？ 

大津町～阿蘇市を通る現在の国道５７号は、明治１７（１８８４）年に立野新道とし

て整備されたルートです。この立野新道が通る以前は、清正公道が熊本市内と阿蘇を結

ぶ主要な街道として使われていました。 

なぜ、通行するのに大変な山道を遠回りする清正公道が整備されたのでしょうか。白

川沿いの立野
た て の

火口
か こ う

瀬
せ

付近は、急峻な山や崖があり、地震があると崩落する危険な場所で

す。そのため、地盤の安定した山沿いを選んだかもしれません。国道 57 号北側復旧ル

ートは、１３０数年前の幹線道路沿いに計画されたことになります。 

 

３ 清正公道を通った人々 

★加藤清正…慶長５（１６００）年９月１７日・１９日『清正勲績
くんせき

考』『加藤清正書状』 

によると、関ケ原の戦いの際、豊後国木付
き つ き

城
じょう

（現在の大分県杵築市）救

援のため、ここを通ったと考えられています。 

 ★細川藩主…参勤交代時、歴代の藩主がこの道を通りました。寛文６（１６６１）年

～文久３（１８６３）年までの記録をみると、７３回のうち、江戸への

参勤に３１回、江戸からの下国に６６回通っています（残りは豊前
ぶ ぜ ん

街道
かいどう

を

通りました）。熊本から江戸へ出発する際には、大津の御茶屋
お ち ゃ や

で最初に１

泊しました。 

★伊能
い の う

忠
ただ

敬
たか

…文化 7（1810）年 12月 14日（１月８日）『第七次伊能忠敬測量日記』 

によると、日本地図作成のため測量を行う際に通っています。 

 ★吉田
よ し だ

松陰
しょういん

…嘉永６（1853）年 10月 19日『長崎日記』によると、プチャーチン

のロシアの船に密航しようとして、長崎に向かったことが判っています。  

熊本では、横井
よ こ い

小 楠
しょうなん

や宮
みや

部
べ

鼎蔵
ていぞう

と会っています。 

・旅の行程…鶴崎→小無
お む

田
た

→坂梨
さかなし

→熊本 

★勝海舟
かつかいしゅう

 ・坂本
さかもと

龍
りょう

馬
ま

…文久４（1864）年２月 19日『海舟日記』によれば、幕府

の指示で、長崎に行く際この道を通りました。この時、坂本龍馬は行き   

も帰りも横井小楠を訪ねました。 

・旅の行程…鶴崎→野津原
の つ は る

→久住
くじゅう

→内牧
うちのまき

→熊本 

 

 

 

 

 

江戸時代の道路網と豊後街道(肥後街道) 

清
せ い

正公道
し ょ こ ど う

の発掘調査 

現地説明会資料   平成 29年 8月 19日（土）於：菊池郡大津町大津 

細川韶邦
よしくに

公初御入部
にゅうぶ

御行列画図（明治１６年） 

大分県大分市鶴崎の剣八幡宮所蔵 大津町教育委員会提供 



 

柊
たぶの

木
き

水道
すいどう

の検出状況 

４ どんな道だった？ 

豊後街道の中でも、阿蘇市の二重峠や滝室坂
たきむろざか

、産山

村の境
さかい

の松原
まつばら

、弁天坂
べんてんざか

では、石畳の道がみられます。

急峻な山道では石畳を敷いたようです。 

今回の発掘調査では、平坦な部分の道の構造がはじ

めてわかりました。道は、幅 16ｍ、深さ３ｍの範囲

で地面を台形に堀りくぼめて左右に法面
のりめん

をつくり、底

を道路面として利用する、幅約９ｍを測る逆台形の凹
おう

道です。南側の法面の中ほどには段があり、ここには、

柊
たぶの

木
き

水道
すいどう

という上水道を設置していました。さらに、

文化９（１８１２）年にここを通った野田
の だ

泉光院
せんこういん

（修験者
しゅげんじゃ

）の日記には、「法面の左右に杉植えられていた」と記されており、法
のり

肩
かた

には本

来杉並木があったと想定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道の構造を記した史料は、他にも残っています。例えば、寛政４（１７９２）年にこ

の道を通った高山彦九郎
たかやまひこくろう

（江戸時代の尊王
そんのう

思想家）の日記では、「是より杉並木、道幅十

五間(約２８ｍ)」と記されています。また、慶応元（１８６５）年にこの道を通った桃
もも

節山
せつざん

（幕末～明治時代の教育者）の日記では、「道ハ切りさけたるものにて、左右の堤高き所

に至而は一丈余(３ｍ)あり」と書かれており、横幅が約２８ｍある逆台形の凹道であっ

たことがわかります。今回の調査は、道幅の違いこそあれ、これらの記載を裏付けたこ

とになります。加藤清正が約３ｍも地面を掘り下げて道をつくらせた理由は、敵が攻め

込んできたときに、法肩から狙い攻撃することができるという防衛上の理由から、とい

う意見もあります。これほど大規模な道は、全国的にみても非常に珍しいようです。 

 

５ 柊
たぶの

木
き

水道
すいどう

 

 柊木水道とは、大津町古城
ふるじょう

の柊
たぶの

木谷
き だ に

から大津の宿場町までの

総延長約８km にも及ぶ江戸時代の上水道です。この水路は、文

化６（１８０９）年～文化９年（１８１２）年にかけて大津手
て

永
なが

（細川藩の行政単位）の総庄屋
そうじょうや

であった斉藤
さいとう

形右衛門によってつ

くられました。水道管は、はじめは竹
ちく

管
かん

でしたが、後世の補修で

瓦管
かわらかん

や凝灰岩
ぎょうかいがん

製の石管
いしかん

も用いられたようです。 

江戸時代の記録ではありませんが、明治２（１８６９）年に書かれた『諸
し ょ

公
く

役割
や く わ り

出
だ し

覚帳
おぼえちょう

』

には、高尾野の人々に対し、米のほかに「水１石４斗」というように水が役
やく

高
だか

（役職に

応じて支給された俸禄
ほうろく

）として支給されていたことがわかります。さらに、同じ覚帳に

は、高尾野の多くの家に対し、水路の維持管理と考えられる水
みず

取
とり

という仕事があたえら

れていました。高尾野では、水が湧きません。そのため、柊木水道の維持管理をする代

わりに、水路の水を使う権利が与えられていたのかもしれません。 

 

清正公道の調査区全景 

 

境の松原の豊後街道 

 

今回の調査区周辺の清書公道の推定断面模式図 
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にある石管 

柊
たぶの

木
き

水道
すいどう
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